





























































































































た東和会に入部した。 〔中略〕一学年の夏休み中、支那語の勉強に没頭し、自信満々で二 期に臨んだ」村橋三好（一九三九年貿易科卒） 『凸凹道七十七里』 （私家版、一九 三年九月）「江本
ESS
に属し、 〔中略〕受講訓練のおか























きれなかった。教科書など授業に関する具体的な資料は卒業生からの寄贈に頼っているが、特にフランス語に関する資料や証言が皆無に近く、実像をうかがうことが困難であった。ま 、記録が残されておらず全教員の担当科目、在職期間を明らかにもできなかった。ことに会話担当の講師は入れ替わりが激しかったようで、外国籍の場合 その後の消息もつ みづら 。しかし一方で、これまで焦点があて れなかった教員の中に、思わぬ人物を見出すこともあった。
また、現在資料編纂室では、神奈川大学、特に横浜

























































































































































６ 英語 Emoto’s Vivid English 江本茂夫 開拓社 1940年４月
貿易科1942年９月卒
森島輝雄氏使用



















10 スペイン語 新撰西班牙語商業通信 笠井鎭夫編 外語学院出版部 1943年２月
貿易科1944年９月卒
谷脇清氏寄贈














































19 中国語 最新支那語教科書（会話篇） 宮越健太郎・杉武夫 外語学院出版部 1933年４月
貿易科1938年３月卒
勝谷芳良氏寄贈




























（8） 「告別の辞」 『横専学報』第百号、 浜専門学校雑誌部
一九四一年二月二十五日
（
9）東湖繁＝
E
rnest W
arrington E
astlake. 一九四〇年から英
会話を担当。言語学者
F
rederick W
arrington E
astlake
の
孫（履歴書による） 。
（写真３）仏蘭西語班（1944年）／前列中央は久持義武教授、
会場は伊勢佐木町にあった森永キャンデーストア
